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2020年7月より入院1731人、退院1713人
2021/8/12より抗体カクテル療法(ロナプリーブ)開始…167人実施（1月中旬以降未使用）
2022/1/9よりゼビュディ開始…549人実施 ⇒ 4/26以降ベクルリーへ
塩野義製薬の内服薬の治験…30人実施（うち3名中断）

5月4月2023年度2021年度2020年度

00191811死亡
64513986222入院
54520964221退院
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入院時または手術までに
抗原定性またはPCR検査

入院中および救急外来当からの緊急入院・手術

直近14日以内の
（１）発熱・呼吸器症状・味覚嗅覚異常
（２）同居者の感冒症状
（３）陽性者との接触
（４）肺炎

陽
性

COVID-19対応 COVID-19疑い対応 通常手術対応

ICTに連絡、手術時は麻酔科に相談
・COVID-19対応：隔離解除まで
・疑い対応：入院4日目にPCR検査結果が出るまで隔離対応

＊COVID-19対応・疑い対応
接触感染予防策対応
エアロゾル発生処置時（気管内挿管・抜管、気管内吸引、咳嗽が多い、NHF使用中）
⇒N95マスク＋フェイスシールド装着

隔離中のCOVID-19陽性患者が
入院してきた場合、PCRは不要

あ
り

な
し

陰性



待機手術・「入院されるみなさまへ」と「術前問診票」を渡し、術前14日間の自粛要請
・入院当日はマスクを着用し来院、「術前問診票」と「入院時確認票」をチェック

直近14日以内の
（１）発熱・呼吸器症状・味覚嗅覚異常
（２）同居者の感冒症状
（３）陽性者との接触

●入院当日

な
し

通常（手術）対応

有症状、濃厚接触者等、新型コロナウイルス感染が疑われる
場合：抗原定性もしくは鼻腔PCR、フィルムアレイの検査を
実施するかは主治医による判断の上実施する
実施する際は検査代が発生することを説明する
（検査部へ検査実施可能かを確認）

ICT・麻酔科に相談・連絡し指示に従う
・緊急性がある場合、COVID-19対応手術
もしくは転院を検討する

・病室はCOVID-19対応もしくは疑い対応病床とする

あり

検査陽性
（陽性対応）

検査陰性
（疑い対応）



待機手術・「入院されるみなさまへ」を渡し、入院前14日間の自粛要請
・入院当日はマスクを着用し来院、「入院時確認票」をチェック

直近14日以内の
（１）発熱・呼吸器症状・味覚嗅覚異常
（２）同居者の感冒症状
（３）陽性者との接触

●入院当日

な
し

通常対応

有症状、濃厚接触者等、新型コロナウイルス感染が疑われる
場合：抗原定性もしくは鼻腔PCR、フィルムアレイの検査を
実施するかは主治医による判断の上実施する
実施する際は検査代が発生することを説明する
（検査部へ検査実施可能かを確認）

ICTに相談・連絡し指示に従う
・緊急性のない場合、自宅療養後・陽性者との
最終接触後7日目以降へ入院を延期する

・病室はCOVID-19対応もしくは疑い対応病床とする

あり

検査陽性
（陽性対応）

検査陰性
（疑い対応）











★ 陽性となった場合（上司への報告必須）
⇒ 原則10日間の療養期間です。

★ 職員で濃厚接触者を疑う場合
⇒ 上司へ報告して指示を仰ぐこと。

ご協力のほどよろしくお願い致します。
2023.5.8 COVID対策チーム

★ 入院・アナムネ聴取時の患者さんは
発熱・呼吸症状・味覚嗅覚異常は
ありませんか？
家族に陽性の方はいませんか？
同居者は感冒症状はありませんか？

★ 上記が該当する場合は、新型コロナ
抗原またはPCR検査をご検討下さい

★ 抗原・PCR検査は患者さん負担です。

★ 緊急入院時、抗原またはPCR検査を
お願いします。

（現時点で5類感染症のため届出は不要です）

職員について患者について

1つでも該当する場合、疑われる場合は
すぐに上司へ報告して下さい。

□マスク又はフェイスシールドなしで15分
以上、陽性者と接触した。

□陽性者のエアロゾル発生時にN95マスク又は
フェイスシールドをしていない。

（エアロゾル発生時：挿管・NPPV,リザーバー
マスク、食事介助）

□家族内発症した。
□陽性者と食事をした。


